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「被災者の命」と「国家の都合」、どちらが優先？！
熊本地震から10年、政権の災害対応を問う

『月刊社会民主』9月号のご案内

2026年秋号

8月２７日号２面に今回

の熊本地震の全国連合

現地調査のようすの詳

細が掲載されました。

熊本地震を受けての声明

社民党熊本県連合代表の今泉克己です。

『月刊社会民主』2026年9月号に掲載されたジャーナリスト・大

谷昭宏氏のコラム「気ままにひとこと：熊本地震でも国家情報会議を

優先する国民不在の高市政権」は、私たち熊本の住民にとって決し

て見過ごすことのできない重要な示唆を含んでいます。

2016年の熊本地震から10年が経過した今夏（2026年7月28

日）、熊本は猛暑と新たな地震（宇城市や氷川町で震度7を記録）に

見舞われ、多大な二重被害を受けました。多くの被災者が避難生活

や酷暑、断水に苦しむ最中、政権のトップが何を優先していたのか

――本記事は首相動静という具体的な事実に基づき、被災者の救

済や現場への指示よりも「国家情報会議」や「NIB（国家情報局）」と

いった安全保障・情報収集機構の立ち上げを優先した姿勢を鋭く

追及しています。

【熊本の皆さんに知ってほしい現実】

１.「被災者の命と生活」が置き去りにされる現実を捉える

災害対応の現場では、自治体職員や警察・消防、自衛隊が夜を

徹して救助にあたっています。しかし、国のトップが「国民の安全・安

心」よりも「国家の都合」を優先する政治姿勢をとるとき、その不利

益を真っ先に被るのは私たち現場の地域住民です。本記事は、地

域の危機において国政がどう動いたかを検証する視点を与えてく

れます。
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２.権力監視の視点を養い、地域の命を守る

熊本地震の教訓をどう活かすか、災害時にいかに命を守

る体制を作るかは熊本の最重要課題です。政権の「国民不

在」の姿勢を明確に指摘する本記事は、私たちが求めるべき

真の防災・被災者支援とは何かを考える大きな契機となりま

す。

『月刊社会民主主義』は、単なる党の広報誌にとどまらず、

大手メディアが見落としがちな政権の動きや構造問題を現

場・地域の視点から掘り下げ、住民の立場に立って問題提

起を行う論壇誌です。

熊本の現場で生きる私たちの声と課題に真摯に向き合う

『月刊社会民主主義』を、ぜひこの機会にお手元に取り、共

に地域の未来と命を守る政治について考えていきませんか。

月刊社会民主

読者急増中の月刊誌！
毎月１日発行

総合誌『月刊社会民主』はタイ

ムリーな特集をはじめ、

社民主義についての理論・議論

や国内外の政治・社会・文化・運

動を幅広く、しかもきめ細かく

フォロー。

竹信三恵子さんの
「働き手ファーストのつくり方」、

大谷昭宏さんの
「気ままにひとこと」、

佐高信さんの
「筆刀両断日記」、

雨宮処凛さんの
「世界を掴むいくつかの方法」、

中沢けいさんの
「今月のツイート」、

西尾漠さんの「原発診断」、

前田朗さんの「人権の現場か
ら」などを好評連載中！

B5判70ページ前後

月刊（毎月1日発行）

購読料は1冊800円（送料＋

79円）
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